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四
月
二
十
三
日
、
平
成
二
十
四
年
度
中
部
森

林
管
理
局
の
事
業
概
要
に
つ
い
て
、
記
者
発
表

を
行
い
公
表
し
ま
し
た
。

一　

重
点
取
組

　

公
益
重
視
の
管
理
経
営
の
一
層
の
推
進
と
森

林
・
林
業
の
再
生
に
向
け
重
点
事
項
と
し
て
四

つ
の
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

（
一
）
ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
対
策

　

高
山
植
物
の
保
護
等
を
図
る
た
め
ニ
ホ
ン
ジ

カ
の
生
息
調
査
、
被
害
状
況
調
査
、
防
護
柵
の

設
置
、
く
く
り
ワ
ナ
に
よ
る
捕
獲
の
他
、
囲
い

ワ
ナ
の
設
置
場
所
等
の
検
討
を
行
い
、
効
率
的

で
効
果
的
な
個
体
数
調
整
の
方
法
を
検
討
し
、

そ
の
成
果
の
地
域
関
係
者
へ
の
普
及
に
取
り
組

み
ま
す
。

（
二
）
民
有
林
と
の
共
同
施
業
の
推
進

　

国
有
林
の
活
動
を
通
じ
て
地
方
公
共
団
体
を

は
じ
め
民
有
林
関
係
者
と
の
連
携
を
促
進
し
、

民
有
林
の
施
業
集
約
化
の
支
援
を
行
い
、
民
有

林
と
国
有
林
が
一
体
と
な
っ
て
森
林
整
備
に
必

要
な
路
網
整
備
や
共
同
で
活
用
す
る
土
場
の
整

備
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
三
）
技
術
者
の
育
成

　

国
有
林
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
生
か
し
、
技
術
者

を
育
成
す
る
た
め
、
県
職
員
、
市
町
村
職
員
、

民
間
の
方
々
を
対
象
と
し
た
研
修
を
実
施
し
ま

す
。

（
四
）
木
材
の
安
定
供
給

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
と
し
て
低
質
材
や
林

地
残
材
を
大
口
の
需
要
先
に
安
定
的
に
供
給
す

る
取
組
み
等
を
一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
木

材
の
新
た
な
需
要
や
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
行
政

の
議
論
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
取
り
組
み

ま
す
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
や
長
野
県
北
部
地
震

の
復
興
・
復
旧
に
向
け
、
様
々
な
要
請
に
応
じ

た
木
材
供
給
に
取
り
組
み
ま
す
。

二　

�

公
益
重
視
の
管
理
経
営
の
よ
り
一
層
の
推

進

　

国
土
保
全
・
水
源
涵
養
・
地
球
温
暖
化
の
防

止
等
に
果
た
す
国
有
林
野
の
役
割
や
国
民
の
期

待
等
を
踏
ま
え
、
森
林
の
公
益
的
機
能
の
持
続

的
発
揮
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
一
）
間
伐
等
の
森
林
整
備
の
推
進

　

山
地
災
害
の
防
止
、
水
源
涵
養
機
能
等
の
発

揮
に
加
え
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
や
生
物
多
様

性
の
確
保
の
た
め
間
伐
等
の
着
実
な
実
施
に
努

め
る
と
と
も
に
、
長
伐
期
化
、
針
広
混
交
林
化

な
ど
、
多
様
で
健
全
な
森
林
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

（
二
）
保
護
林
等
の
保
全
管
理
の
実
施

　

保
護
林
の
適
切
な
保
全
管
理
や
機
能
評
価
の

た
め
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
高
山
植
物
の
復
元
作
業
等
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と
連
携
し
て
実
施
し
ま
す

三　

地
域
関
係
者
や
民
有
林
と
の
一
層
の
連
携

　

国
民
の
方
々
や
民
有
林
関
係
者
と
の
双
方
向

の
情
報
等
の
受
発
信
に
よ
り
、
透
明
性
が
高
い

国
有
林
野
の
管
理
経
営
を
進
め
ま
す
。

（
一
）�

森
林
計
画
の
策
定
に
お
け
る
地
域
に
根

ざ
し
た
幅
広
い
情
報
等
の
反
映

　

森
林
計
画
の
策
定
に
当
た
り
、
国
有
林
の
森

林
資
源
や
整
備
状
況
、
利
活
用
等
に
関
す
る
情

報
を
広
く
提
供
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
方
々

と
の
懇
談
会
や
現
地
見
学
会
の
開
催
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
意
見
募
集
を
実
施
し
、
地
域

に
根
ざ
し
た
幅
広
い
情
報
や
要
請
を
森
林
計
画

に
反
映
さ
せ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

囲いワナの設置（東信署）

平
成
二
十
四
年
度

中
部
森
林
管
理
局
事
業
概
要
を
公
表

「
公
益
重
視
の
管
理
経
営
の
一
層
の
推
進
と

　
　

森
林・林
業
の
再
生
に
向
け
た
取
組
の
推
進
」

平
成
二
十
四
年
度

中
部
森
林
管
理
局
事
業
概
要
を
公
表

「
公
益
重
視
の
管
理
経
営
の
一
層
の
推
進
と

　
　

森
林・林
業
の
再
生
に
向
け
た
取
組
の
推
進
」

間伐により発生する端材や枝条などの低質材等を
木質バイオマス発電所に供給（北信署）

間伐の実施（飛騨署）

人材育成のための研修会（森林技術センター）
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五　

森
林
・
林
業
再
生
へ
の
貢
献

　

森
林
・
林
業
の
再
生
に
向
け
、
間
伐
材
等
の

生
産
コ
ス
ト
の
低
減
、
木
材
の
安
定
供
給
や
需

要
開
発
、
施
業
の
大
規
模
化
の
支
援
等
の
取

組
、
こ
れ
ら
を
担
う
人
材
の
育
成
を
推
進
し
ま

す
。

（
一
）
木
材
の
安
定
供
給
及
び
利
用
の
推
進

　

木
材
需
要
の
動
向
な
ど
を
的
確
に
把
握
し
、

こ
れ
に
対
応
し
た
林
産
物
の
供
給
な
ど
、
戦
略

的
な
生
産
・
販
売
に
よ
り
木
材
の
安
定
供
給
を

推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
間
伐
等
に
伴
い
生
産
さ

れ
る
一
般
材
や
低
質
材
を
安
定
的
か
つ
円
滑
に

販
売
す
る
と
と
も
に
国
産
材
の
新
規
需
要
開
拓

を
図
る
た
め
、
透
明
性
を
重
視
し
た
企
画
競
争

に
よ
る
安
定
供
給
シ
ス
テ
ム
販
売
の
協
定
を
締

結
し
、
計
画
的
な
販
売
を
促
進
し
ま
す
。

（
二
）�

計
画
的
な
路
網
整
備
の
実
施
と
低
コ
ス

ト
・
高
効
率
作
業
シ
ス
テ
ム
の
普
及
・
定
着

　

民
有
林
と
連
携
し
な
が
ら
、「
森
林
作
業
道

作
設
指
針
」
等
に
基
づ
く
路
網
の
作
設
技
術
の

四　

安
全
・
安
心
な
国
土
基
盤
づ
く
り

　

国
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
の
た
め
、
国

土
保
全
対
策
と
し
て
国
有
林
の
治
山
事
業
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
民
有
林
に
お
い
て
も
、

災
害
復
旧
事
業
の
規
模
が
大
き
い
場
合
や
特

に
高
度
な
技
術
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
県

か
ら
の
要
請
に
応
じ
て
治
山
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

普
及
・
定
着
を
図
り
つ
つ
、
そ
の
整
備
に
積
極

的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
列
状
間
伐
や
路
網

と
高
性
能
林
業
機
械
を
組
み
合
わ
せ
た
低
コ
ス

ト
で
高
効
率
な
作
業
シ
ス
テ
ム
の
普
及
・
定
着

を
更
に
促
進
し
ま
す
。

（
三
）�

共
同
施
業
団
地
の
設
定
等
に
よ
る
森
林

整
備
の
推
進

　

民
有
林
と
国
有
林
で
一
体
的
な
森
林
整
備
を

進
め
る
た
め
、
民
有
林
関
係
者
と
の
森
林
整
備

の
推
進
等
に
関
す
る
協
定
の
締
結
や
、
こ
れ
に

基
づ
き
一
体
と
な
っ
て
路
網
の
整
備
や
間
伐
等

の
森
林
施
業
を
行
う
「
森
林
共
同
施
業
団
地
」

の
設
定
等
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
四
）
森
林
・
林
業
技
術
者
の
育
成

　

国
有
林
の
フ
ィ
ー
ル
ド
や
技
術
力
を
活
用

し
、
市
町
村
の
森
林
・
林
業
行
政
を
支
援
す
る

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
や
林
業
専
用
道
技
術
者
等
の

育
成
を
図
り
ま
す
。

六　

山
村
地
域
の
振
興

　

自
然
休
養
林
等
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森

に
つ
い
て
、
地
元
協
議
会
等
と
の
連
携
・
協
力

の
下
、
施
設
整
備
等
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

こ
れ
ら
を
広
く
国
民
の
方
々
に
森
林
と
ふ
れ
あ

う
場
と
し
て
提
供
し
、
森
林
の
保
健
・
文
化
・

教
育
的
利
用
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
森
林
づ

く
り
活
動
等
へ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
の
提
供
、
教
育

関
係
機
関
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
も
連
携
し
、
森
林
環

境
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
二
十
四
年
度
中
部
森
林
管
理
局

事
業
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
そ
ち
ら

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ

http://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/chubu/

現地見学会（愛知所）
大鹿村小渋川地区「鳶ヶ巣施工地」
（伊那谷総合治山事業所）

林業専用道の開設（木曽署）

木島平村における森林整備推進協定の締結
（北信署）

名古屋シティ・フォレスター事業（東濃署）
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［
指
導
普
及
課
］
五
月
十
二
・十
三
日
の
両
日
、

東
京
都
立
日
比
谷
公
園
に
お
い
て
、
平
成

二
十
四
年
度
森
林
の
市
（
主
催　

農
林
水
産

省
・
林
野
庁
、
東
京
都
ほ
か
）
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

全
国
各
地
か
ら
、
五
十
七
の
団
体
が
出
展

し
、
木
工
品
や
地
域
の
特
産
品
の
販
売
、
木
工

品
の
製
作
実
演
・
体
験
教
室
、
森
林
環
境
保
全

に
関
す
る
Ｐ
Ｒ
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
公
益
的
機
能
の
発

揮
、
木
材
の
供
給
・
利
用
促
進
、
国
民
参
加
の

森
林
づ
く
り
等
へ
の
取
り
組
み
に
関
す
る
パ
ネ

ル
展
示
の
ほ
か
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
、
丸

太
切
り
、
小
枝
を
使
っ
た
鉛
筆
づ
く
り
、
小
丸

太
を
輪
切
り
に
し
た
木
製
ペ
ン
ダ
ン
ト
づ
く
り

に
加
え
、
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
を
落
と
し
て
木
材
と

鉄
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
の
弾
み
方
を
比
較
す

る
セ
ッ
ト
を
用
意
し
、
木
材
の
特
性
（
衝
撃
の

吸
収
力
、
柔
ら
か
さ
）
を
体
感
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

鉛
筆
づ
く
り
で
は
、
は
じ
め
は
半
信
半
疑
で

好
き
な
形
の
小
枝
を
取
り
な
が
ら
も
、
次
第
に

鉛
筆
に
変
わ
っ
て
い
く
姿
に
関
心
を
寄
せ
、
や

が
て
完
成
し
た
鉛
筆
で
早
速
、
絵
や
字
を
書
き

出
す
小
さ
な
お
子
さ
ん
や
、
木
製
ペ
ン
ダ
ン
ト

で
は
、
小
枝
を
刻
ん
で
組
み
合
わ
せ
、
創
造
力

あ
ふ
れ
る
作
品
を
作
り
上
げ
る
子
ど
も
さ
ん
も

現
れ
る
な
ど
、
家
族
連
れ
を
中
心
に
賑
わ
い
を

み
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
中
部
局
管
内
で
は
、
長
野
県
、

岐
阜
県
、
愛
知
県
か
ら
八
団
体
が
出
店
し
、
木

製
品
、
山
菜
な
ど
の
特
産
品
等
の
展
示
即
売

や
、
木
登
り
体
験
等
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
上
伊
那
農
業
高
校
と
木
曽
青
峰
高
校

も
参
加
し
、
学
校
活
動
の
紹
介
や
生
徒
が
作
っ

た
木
工
品
、
き
の
こ
、
炭
、
花
等
を
元
気
よ
く

販
売
す
る
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
ま
た
、
二
年
ぶ
り
の
開

催
と
あ
っ
て
、
大
勢
の
人
が
会
場
を
訪
れ
、
思

い
思
い
に
森
林
と
ふ
れ
あ
い
、
親
し
ん
で
い
た

だ
く
機
会
と
な
っ
た
二
日
間
で
し
た
。

 

［
販
売
課
］
三
月
十
二
日
、
長
野
県
林
業
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
公
共
事
業
に
お
け
る
木
質
土

木
用
材
を
活
用
し
た
第
二
回
優
良
工
事
事
例
コ

ン
テ
ス
ト
（
主
催
：
長
野
県
県
産
材
振
興
対
策

協
議
会
土
木
用
材
利
用
部
会
）
が
行
わ
れ
、
長

野
県
内
の
各
森
林
管
理
署
、
南
木
曽
支
署
、
伊

那
谷
総
合
治
山
事
業
所
を
は
じ
め
、
長
野
県
の

出
先
機
関
等
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
十
六
作
品
の

中
か
ら
六
工
事
が
審
査
に
よ
り
優
良
事
例
と
し

て
選
定
さ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
長
野
県
知
事
賞
に
南
信
森
林
管

理
署
の
「
丸
太
枠
水
路
工
」
が
、
中
部
森
林
管

理
局
長
賞
に
は
北
安
曇
地
方
事
務
所
林
務
課
の

「
大
型
丸
太
積
工
」
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

本
コ
ン
テ
ス
ト
は
、「
森
林
・
林
業
再
生
プ

ラ
ン
」
に
お
い
て
木
材
自
給
率
50
㌫
の
目
標
が

掲
げ
ら
れ
、
木
材
利
用
の
多
角
化
や
新
た
な
木

質
部
材
開
発
の
推
進
を
図
る
中
、
長
野
県
内
に

お
け
る
公
共
土
木
工
事
に
お
い
て
も
、
一
層
の

県
産
土
木
用
材
の
利
用
推
進
・
拡
大
と
優
良
事

例
の
普
及
を
図
る
た
め
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　

今
後
も
、
長
野
県
県
産
材
振
興
対
策
協
議
会

土
木
用
材
利
用
部
会
で
は
、
発
注
機
関
と
木
材

関
係
団
体
と
の
木
材
利
用
に
お
け
る
意
見
交
換

等
を
行
う
と
と
も
に
、
優
良
工
事
事
例
の
普
及

を
図
り
つ
つ
、
県
内
の
公
共
事
業
に
お
け
る
土

木
用
材
の
利
用
拡
大
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

完成した木製ペンダントなどを
手にする子どもたち

丸太切りに挑戦

当局のブースにも多くの皆さんに
お越しいただきました

南信署の事例（瀬戸沢復旧治山工事）

〜
平
成
二
十
四
年
度
森
林
の
市
の
開
催
〜

公
共
事
業
に
お
け
る

木
質
土
木
用
材
を
活
用
し
た

優
良
工
事
事
例
コ
ン
テ
ス
ト
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［
木
曽
署
］
三
月
二
十
三
日
、
木
曽
郡
木
曽
町

に
新
築
工
事
を
進
め
て
き
た
、
木
曽
福
島
森
林

事
務
所
が
完
成
し
ま
し
た
。

 

［
北
信
署
］
四
月
二
十
四
日
、
長
野
林
業
土
木

協
会
東
北
信
支
部
北
信
分
会
会
員
三
十
六
人

が
、
戸
隠
森
林
植
物
園
で
歩
道
整
備
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
同
会
の
社
会
貢
献
活
動
の
一

環
と
し
て
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回

で
七
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

参
加
者
は
、
除
雪
さ
れ
た
約
二
㌔
㍍
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
歩
道
の
支
柱
に
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
プ
を

張
っ
た
後
、
歩
道
に
残
る
氷
を
割
り
排
除
し
、

歩
道
に
付
着
し
た
苔
を
デ
ッ
キ
ブ
ラ
シ
で
落
と

す
作
業
も
行
い
ま
し
た
。
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
プ

は
、
散
策
者
の
転
落
防
止
と
、
湿
地
帯
へ
の
進

入
防
止
の
た
め
、
春
に
設
置
し
秋
に
撤
収
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　

作
業
は
、
小
鳥
が
産
卵
場
所
を
探
す
た
め
、

毎
年
、
戸
隠
中
学
生
が
設
置
し
て
い
る
巣
箱
を

の
ぞ
き
込
む
様
子
を
見
な
が
ら
順
調
に
進
め
ら

れ
、
通
り
が
か
っ
た
野
鳥
観
察
者
か
ら
も
感
謝

の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
気
温
が
上
が
ら
ず
多
く
の
残
雪
の

た
め
歩
道
の
整
備
作
業
が
遅
れ
気
味
で
し
た

が
、
今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
り
整
備

が
進
み
ま
し
た
。

　

同
植
物
園
は
四
月
二
十
八
日
に
開
園
し
ま
し

た
。
多
く
の
残
雪
が
残
る
今
年
は
、
ミ
ズ
バ

シ
ョ
ウ
や
ニ
リ
ン
ソ
ウ
が
例
年
よ
り
遅
く
ま
で

見
ら
れ
、
野
鳥
の
活
動
も
活
発
と
な
り
、
多
く

の
来
園
者
を
迎
え
ま
す
。

 

［
南
信
署
］
三
月
十
三
日
、
南
ア
ル
プ
ス
と

三
百
年
以
上
伝
承
さ
れ
て
い
る
伝
統
芸
能
「
大

鹿
歌
舞
伎
」（
昨
年
歌
舞
伎
が
モ
デ
ル
と
な
っ

た
映
画
が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。）
が
有
名
な
大

鹿
村
に
建
築
し
て
い
た
大
鹿
森
林
事
務
所
が
完

成
し
ま
し
た
。

　

旧
事
務
所
が
老
朽
化
し
た
こ
と
か
ら
建
て
替

え
を
行
っ
た
も
の
で
、
完
成
し
た
建
物
は
一
階

に
業
務
を
行
う
事
務
所
と
居
住
部
の
居
間
、
二

階
に
居
住
部
の
和
・
洋
一
室
ず
つ
の
延
床
面
積

八
十
四
平
方
㍍
二
階
建
て
で
、
材
料
に
は
ス

ギ
・
ヒ
ノ
キ
・
カ
ラ
マ
ツ
の
国
産
材
を
使
用
し

て
い
ま
す
。

　

小
学
校
に
隣
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
外
壁

の
一
部
に
カ
ラ
マ
ツ
材
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
木
の
ぬ
く
も
り
や
柔
ら
か
さ
を
感
じ
て
も

ら
え
る
よ
う
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
周
囲
の
景

観
に
も
溶
け
込
む
よ
う
な
建
物
と
な
り
ま
し

た
。 「

大
鹿
森
林
事
務
所
」
が
完
成

「
戸
隠
森
林
植
物
園
」
で

�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
歩
道
を
整
備

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

長野林業土木協会東北信支部北信分会会員の皆さんと北信署員 恒例となったグリーンロープ張り

新築された事務室で執務する森林官

「
木
曽
福
島
森
林
事
務
所
」
が
完
成

所在地：長野県下伊那郡大鹿村大河原883所在地：長野県木曽郡木曽町福島5473-1
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新
事
務
所
は
、
木
曽
福
島
宿
舎
に
隣
接
し
て

い
る
た
め
、
居
住
部
な
し
の
事
務
所
と
車
庫
等

の
付
帯
施
設
に
よ
る
設
計
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
築
さ
れ
た
建
物
は
、
構
造
材
に
地
域
材
の

ヒ
ノ
キ
を
主
体
的
に
使
用
す
る
と
と
も
に
、
外

壁
の
下
見
板
張
に
サ
ワ
ラ
、
室
内
に
は
ヒ
ノ
キ

の
腰
壁
を
設
け
る
な
ど
、
木
曽
谷
の
森
林
事
務

所
と
し
て
相
応
し
い
、
木
の
暖
か
み
が
感
じ
ら

れ
る
建
物
と
な
り
ま
し
た
。

 

［
東
濃
署
］
五
月
十
四
日
、
署
会
議
室
に
お
い

て
、「
平
成
二
十
四
年
度
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト

ス
タ
ッ
フ
結
団
式
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の

取
組
は
「
地
域
連
携
推
進
等
対
策
事
業
」
と
し

て
当
署
に
お
い
て
も
平
成
十
八
年
度
よ
り
実
施

し
て
き
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
登
山
ブ
ー
ム
に
よ
る
入
込
利
用
者
の

増
加
や
登
山
道
利
用
の
集
中
化
・
大
衆
化
等
に

伴
い
、
登
山
者
に
よ
る
ゴ
ミ
放
棄
や
希
少
野
生

植
物
へ
の
影
響
等
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
日
本
百
名
山
等
に
数
え
ら
れ
、

当
署
管
内
で
特
に
入
込
み
の
多
い
「
恵
那
山
」

及
び
「
小
秀
山
」
周
辺
の
登
山
ル
ー
ト
に
お
い

て
、
自
然
性
の
高
い
天
然
生
林
の
保
護
管
理
を

強
化
す
る
た
め
、
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ

フ
を
雇
用
し
、
森
林
パ
ト
ロ
ー
ル
や
入
込
み
者

へ
の
マ
ナ
ー
指
導
、
歩
道
・
看
板
の
整
備
、
普

及
啓
発
チ
ラ
シ
の
配
布
等
を
行
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　

結
団
式
当
日
は
、
市
内
の
山
岳
会
員
ら
六
名

に
森
林
保
護
員
証
を
交
付
し
、
今
年
度
の
活
動

に
つ
い
て
打
合
せ
を
行
い
ま
し
た
。
グ
リ
ー
ン

サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
か
ら
は
、「
山

ガ
ー
ル
や
高
齢
登
山
者
に
対
し
、
登
山
マ
ナ
ー

や
遭
難
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
指
導
を
し
て
い

き
た
い
。」、「
植
生
の
保
護
管
理
や
歩
道
・
看

板
の
整
備
を
行
い
た
い
。」
等
の
抱
負
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
今
年
も
十
月
末
ま
で
二
班
に
分

か
れ
て
パ
ト
ロ
ー
ル
等
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

署
と
し
て
も
、
こ
の
取
組
を
通
じ
て
、
登
山

者
等
に
対
し
、
自
然
の
大
切
さ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
機

会
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

［
北
信
署
水
内
森
林
事
務
所
］

�

畠
山 

弘
一　

森
林
官

　

当
森
林
事
務
所
は
長
野
県
最
北
端
の
栄
村
に

所
在
し
、
栄
村
内
の
鳥
甲
・
赤
石
澤
・
中
山

峰
・
豊
栄
国
有
林
、
山
ノ
内
町
の
岩
菅
国
有
林

の
合
計
一
七
、一
六
七
・
七
四
㌶
を
管
轄
し
て

い
ま
す
。

　

管
内
は
、
日
本
有
数
の
豪
雪
地
帯
で
あ
り
、

今
ま
で
に
七
㍍
を
超
え
る
積
雪
を
記
録
し
て
お

り
、
場
所
に
よ
っ
て
は
七
月
ご
ろ
ま
で
残
雪
が

見
ら
れ
ま
す
。
地
形
も
急
峻
で
あ
る
た
め
、
根

曲
が
り
木
に
な
り
や
す
い
で
す
。
特
に
今
年
の

冬
は
平
成
十
八
年
豪
雪
に
近
い
状
況
で
、
平
成

二
十
三
年
三
月
の
長
野
県
北
部
地
震
も
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
今
年
の
一
、二
月
は
テ
レ
ビ
や
新

聞
等
で
連
日
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
事
務
所

も
一
晩
で
一
㍍
近
い
降
雪
が
あ
り
、
除
雪
に
一

「
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
」

�

結
団
式
を
開
催

内装にヒノキ材が使われた明るい事務室で
執務する森林官と係員

シ
リ
ー
ズ

森林保護員証を交付する枝澤東濃署長活躍が期待されるスタッフの皆さん

事務所が雪に埋まるほどの豪雪地帯
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番
苦
労
し
た
冬
と
な
り
ま
し
た
。

　

管
内
の
多
く
は
上
信
越
国
立
公
園
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
名
山
も
多
く
、
日
本
百
名
山
の
苗

場
山
は
九
合
目
ま
で
登
る
と
景
色
が
一
変
し
、

国
内
で
も
有
数
な
高
層
湿
原
植
物
群
落
が
広
が

り
、
夏
に
は
多
く
の
高
山
植
物
が
登
山
者
を
迎

え
ま
す
。
秋
口
の
大
小
様
々
な
池
塘
の
上
空
を

飛
ぶ
ト
ン
ボ
の
姿
は
日
本
の
田
舎
原
景
を
見
せ

て
く
れ
る
よ
う
で
す
。

　

対
岸
の
鳥
甲
山
は
岩
肌
が
厳
し
く
、
苗
場
山

と
は
対
照
的
な
様
相
を
見
せ
て
お
り
ま
す
。
新

潟
県
・
群
馬
県
に
跨
る
佐
武
流
山
周
辺
森
林
生

態
系
保
護
地
域
は
、
日
本
海
側
の
森
林
植
生
へ

の
推
移
帯
に
当
た
る
原
生
的
な
森
林
の
生
態
系

や
動
植
物
等
を
保
存
・
保
護
し
て
い
ま
す
。
佐

武
流
山
は
山
頂
ま
で
片
道
五
時
間
程
度
の
急
坂

の
登
山
道
で
す
が
、
山
頂
か
ら
見
渡
す
越
後
の

山
々
の
眺
め
は
、
疲
れ
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。

岩
菅
山
は
隣
の
裏
岩
菅
山
よ
り
は
標
高
の
低
い

山
で
す
が
、
山
頂
か
ら
三
六
〇
度
見
渡
せ
る
パ

ノ
ラ
マ
は
志
賀
高
原
を
一
望
で
き
、
秋
は
最
高

の
景
色
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

管
内
に
は
信
濃
川
水
系
の
一
級
河
川
の
中
津

川
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
上
流
部
は
群
馬
県
中
之

条
町
の
野
反
湖
か
ら
注
い
で
お
り
、
支
流
に
は

東
京
電
力
の
渋
沢
ダ
ム
が
あ
り
ま
す
。
野
反
湖

か
ら
栄
村
切
明
ま
で
は
片
道
十
㌔
㍍
以
上
の
丸

一
日
掛
か
る
自
然
歩
道
が
あ
り
、
大
自
然
を
満

喫
出
来
ま
す
。
周
辺
は
ブ
ナ
や
ト
チ
、
ミ
ズ
ナ

ラ
等
を
中
心
と
し
た
天
然
林
が
多
く
、
秋
の
紅

葉
期
に
は
数
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま

す
。

　

管
内
の
人
工
林
は
ス
ギ
・
カ
ラ
マ
ツ
が
多

く
、
毎
年
、
搬
出
間
伐
や
造
林
事
業
の
監
督
業

務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ネ
マ
ガ
リ
タ
ケ
や
フ

キ
等
の
山
菜
が
豊
富
に
あ
り
、
入
山
者
が
遭
難

す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
昨
年
は
警
察
や
消
防

団
、
遭
難
救
助
隊
の
方
々
と
捜
索
活
動
に
参
加

す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
幸
い
、
一
週
間
後

無
事
に
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
森
林
事
務
所
の
森
林
官
と
な
っ
て
四
年
目

で
す
が
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
の
東
日

本
大
震
災
翌
日
に
、
栄
村
を
震
源
と
す
る
震
度

六
強
の
長
野
県
北
部
地
震
が
発
生
し
、
役
場
で

一
週
間
避
難
生
活
を
送
り
ま
し
た
。
避
難
中

は
、
お
互
い
に
地
震
の
体
験
談
等
を
交
え
な
が

ら
地
元
の
方
と
世
間
話
を
す
る
機
会
も
あ
り
ま

し
た
。
栄
村
内
の
状
況
を
自
分
の
目
で
確
認
し

な
が
ら
、
一
日
も
早
い
復
旧
を
祈
り
、
今
後
も

日
々
の
業
務
に
精
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

中
部
森
林
管
理
局
人
事

�

四
月
十
四
日
付

▽�

企
画
調
整
室
情
報
管
理
係
長
（
国
有
林
野
管

理
課
付
）�

谷
本　

直
子

◎
生
産
・
販
売
低
コ
ス
ト
化
現
地
検
討
会

　

６
月
７
日
～
８
日　

中
信
・
東
濃
署
他

◎
長
野
県
植
樹
祭

　

６
月
９
日　
　
　
　

長
野
県
野
沢
温
泉
村

◎
岐
阜
県
み
ど
り
の
祭
り

　

６
月
９
日　
　
　
　

岐
阜
県
飛
騨
市

◎
森
林
ふ
れ
あ
い
講
座

　

６
月
９
日　
　
　
　

愛
知
所
管
内

◎
名
古
屋
シ
テ
ィ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業

　

６
月
13
日　
　
　
　

岐
阜
署
管
内

　

６
月
30
日　
　
　
　

愛
知
所
管
内

夏の苗場山（高層湿原）

地震発生後の森林事務所宿舎の様子
地震による森林事務所被害のため、
北信署内で執務する畠山森林官

人
の
う

ご
き
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風景紀行
「犬山・八曽自然休養林」
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）

85

しろ うま だけ

の
あ
る
優
れ
た
景
観
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
風
景
林
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

寝
覚
の
床
の
中
央
に
は
「
浦
島
堂
」
が
あ

り
、
周
囲
は
美
術
公
園
や
歩
道
が
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
川
沿
い
を
走
る
Ｊ
Ｒ
中
央
西
線

の
特
急
「
し
な
の
」
で
は
、
列
車
に
よ
っ
て
車

掌
が
近
く
を
通
過
す
る
際
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

『
浦
島
太
郎
伝
説
』

　

昔
、
丹
後
の
国
浦
島
と
い
う
と
こ
ろ
に
太
郎

と
い
う
少
年
が
い
ま
し
た
。
あ
る
日
太
郎
が
大

き
な
亀
を
釣
り
あ
げ
た
と
こ
ろ
、
供
の
者
が
亀

に
い
た
ず
ら
を
し
よ
う
と
し
た
の
で
、
太
郎
は

そ
れ
を
止
め
て
亀
を
海
に
返
し
て
あ
げ
ま
し

た
。
太
郎
が
家
に
帰
ろ
う
と
す
る
と
、
一
人
の

美
し
い
少
女
が
近
づ
い
て
き
て
「
助
け
て
い
た

だ
い
て
あ
り
が
と
う
」
と
礼
を
の
べ
、
太
郎
を

竜
宮
城
へ
案
内
し
ま
し
た
。
た
い
そ
う
な
も
て

な
し
を
受
け
、
月
日
の
経
つ
の
も
忘
れ
て
遊
ん

で
い
た
太
郎
は
あ
る
日
故
郷
を
思
い
出
し
、
竜

王
に
い
と
ま
ご
い
を
申
し
出
ま
し
た
。
竜
王

は
、
弁
財
天
の
尊
像
と
、
万
宝
神
書
を
一
巻
、

そ
し
て
決
し
て
開
け
て
は
い
け
な
い
と
い
う
玉

手
箱
を
渡
し
て
く
れ
ま
し
た
。
太
郎
が
故
郷
に

帰
っ
て
み
る
と
、
見
知
ら
ぬ
人
ば
か
り
で
、

「
浦
島
太
郎
と
い
え
ば
、
三
百
年
ほ
ど
昔
、
沖

に
出
て
そ
れ
き
り
帰
ら
ぬ
人
」
と
近
所
の
人
に

語
ら
れ
て
い
た
の
で
し
た
。
淋
し
さ
に
耐
え
か

ね
た
太
郎
は
諸
国
に
旅
に
で
ま
し
た
。
あ
る
日

太
郎
は
、
竜
宮
で
の
生
活
が
忘
れ
ら
れ
ず
「
今

一
度
」
と
貰
っ
て
き
た
玉
手
箱
を
開
け
て
み
る

と
、
立
ち
上
る
白
煙
と
と
も
に
白
髪
の
翁
と
な

り
ま
し
た
。「
あ
あ
、
今
ま
で
の
こ
と
は
夢

だ
っ
た
の
か
」
と
目
覚
め
た
こ
と
か
ら
、
こ
の

地
を
寝
覚
と
い
い
、
床
を
敷
い
た
よ
う
な
岩
を

見
て
、
人
々
は
寝
覚
の
床
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

『
木
曽
八
景
』

　

徳
音
寺
の
晩
鐘

　

御
岳
の
暮
雪

　

駒
ヶ
岳
の
夕
照

　

桟
の
朝
霧

　

風
越
の
晴
嵐

　

寝
覚
の
夜
雨

　

小
野
の
瀑
布

　

与
川
の
秋
月

　

寝
覚
の
床
は
、
中
山
道
を
訪
れ
た
歌
人
に

よ
っ
て
「
七
と
せ
の　

あ
と
お
や
お
も
う　

た

れ
か
又　

ね
さ
め
の
床
の　

雨
の
よ
す
が
ら
」

と
詠
ま
れ
、
長
野
県
歌
「
信
濃
の
国
」
に
「
旅

の
宿
り
の
寝
覚
の
床
」
と
歌
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
ア
ク
セ
ス

　
［
公
共
交
通
機
関
］

　
Ｊ
Ｒ
中
央
西
線
上
松
駅
下
車
バ
ス
五
分

　
［
自
家
用
車
］

　

�

中
央
自
動
車
道
中
津
川
Ｉ
Ｃ
〜
国
道
十
九
号

線
経
由
約
一
時
間
、
長
野
自
動
車
道
塩
尻
Ｉ

Ｃ
〜
国
道
十
九
号
線
経
由
約
一
時
間

旅
の
宿
り
の
寝
覚
の
床

 

［
木
曽
署
］
木
曽
郡
上
松
町
に
あ
る
木
曽
八
景

の
一
つ
寝
覚
の
床
は
、
木
曽
川
の
水
流
に
よ
っ

て
花
崗
岩
が
浸
食
さ
れ
て
で
き
た
自
然
地
形

で
、
大
正
十
二
年
に
国
の
史
跡
名
勝
天
然
記
念

物
（
名
勝
）
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
辺
の

国
有
林
は
、
寝
覚
の
床
と
一
体
と
な
っ
て
特
色国の名勝「寝覚の床」

木曽の桟（石積が当時を偲ばせる）

木曽八景「小野の瀑布」 木曽駒ヶ岳からの朝日


